
１３6第 号

内原王子神社での結婚式
（平成２５年１２月２１日）

職員の再任用条例 付託 条例・補正予算 ２Ｐ

増税による町への影響は 一般質問 ４Ｐ

特定健診受診率 70％ 委員会レポート ６Ｐ

平成26年 1 月 24日

【発　行】　日高町議会　〒649-1213　和歌山県日高郡日高町大字高家626
【編　集】　議会広報特別委員会　T E L（0738）63-3810　Eメール　gikai@town. wakayama-hidaka. lg. jp



燃費向上に一役

漏水箇所を修繕
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問　

野
菜
花
き
産
地
強
化
事

業
補
助
金
の
説
明
を
。

産
業
建
設
参
事　

ハ
ウ
ス
施

設
の
中
に
加
温
機
が
あ
る
。

そ
の
加
温
機
の
重
油
消
費

量
を
最
大
30
％
軽
減
で
き
る

エ
コ
フ
ィ
ン
と
い
う
機
械
が

開
発
さ
れ
、
こ
の
機
械
の
補

助
金
で
あ
る
。

内
訳
は
農
家
戸
数
35
戸
、

設
置
台
数
56
台
で
あ
る
。

問　

昇
級
抑
制
が
目
的
と
い

う
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
は

ど
う
な
る
か
。

総
務
政
策
課
長　

５
段
階
あ

る
勤
務
評
価
の
う
ち
、
上
位

２
段
階
の
み
昇
級
す
る
も
の

で
あ
り
、
昇
級
幅
も
半
分
以

下
に
抑
制
さ
れ
る
。

条
例
改
正
に
よ
り
、
一
般

会
計
で
は
、
今
年
度
当
初
予

算
に
比
べ
、
対
象
者
21
名
で

８
万
７
千
円
減
額
と
な
っ
て

い
る
。

反
対
討
論

度
重
な
る
人
件
費
削
減
政

策
は
、
職
員
に
不
安
を
与
え
、

意
欲
を
削
ぐ
こ
と
に
も
な
り

か
ね
な
い
。

デ
フ
レ
不
況
か
ら
の
脱
却

を
は
か
り
、
雇
用
の
安
定
、

給
与
の
引
き
上
げ
が
求
め
ら

れ
て
い
る
時
期
に
、
そ
の
逆

の
対
応
は
民
間
労
働
者
や
地

域
経
済
に
も
悪
影
響
を
与
え

る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

西
岡　

佳
奈
子　

議
員

平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
11
日
か
ら
17
日
ま

で
の
７
日
間
の
会
期
で
開
催
し
た
。
今
回
の
定
例
会
に
は

議
案
９
件
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
予
算
額
に
２
６
３
４
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額

40
億
７
７
７
０
万
５
千
円
と
す
る
。

—
  

主
な
増
額
の
内
容  —

新
規
就
農
・
経
営
継
承
総
合
支
援
事
業
補
助
金 

75
万
円

野
菜
花
き
産
地
強
化
事
業
補
助
金 

４
０
２
万
４
千
円

県
営
災
害
緊
急
砂
防
事
業
負
担
金 

30
万
円

中
学
校
光
熱
水
費
・
校
舎
修
繕
費 

１
１
５
万
円

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費 

６
３
１
万
３
千
円

—
  

主
な
減
額
の
内
容  —

人
事
院
勧
告
、
勤
務
評
価
等
に
よ
る
人
件
費 

22
万
５
千
円

問　

中
学
校
管
理
費
の
中
で

光
熱
水
費
、
修
繕
費
の
詳
細

を
。

教
育
課
長　

光
熱
水
費
は
す

べ
て
漏
水
に
よ
る
水
道
代
で

あ
る
。

修
繕
費
は
、
４
カ
所
の
漏

水
修
繕
費
で
あ
る
。

55
歳
を
超
え
る
職
員
の
昇
給
抑
制
策
と
し
て
、
標
準
の
勤
務

成
績
の
場
合
、
昇
給
を
停
止
す
る
も
の
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
例
改
正



売り切れたサババーガー大盛況のトラック市
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議案第42号、職員の再任用に関する条例の制定
に対する付帯決議

本条例は、定年退職した職員の無収入期間が発生
しないよう雇用と年金の接続をはかるために提案さ
れた条例である。
しかし、公務員においては60歳まで保障された

安定した職場であり、退職時には相当額の退職金も
受け取る。
その後も再任用による雇用の確保が図られること

に、住民理解を得ることは困難であると思われる。
よって、再任用にあっては短時間勤務による雇用に
すべきであることを強く求める。
以上付帯決議する。

平
成
25
年
度
以
降
に
定
年

退
職
す
る
職
員
が
退
職
共
済

年
金
の
報
酬
比
例
部
分
の
支

給
開
始
年
齢
に
達
す
る
ま
で

の
間
、
再
任
用
を
希
望
す
る

物
に
つ
い
て
は
原
則
、
再
任

用
す
る
も
の
と
す
る
と
の
方

針
が
、
平
成
25
年
３
月
26
日

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

こ
の
閣
議
決
定
を
受
け
総

務
副
大
臣
か
ら
県
知
事
宛
に

通
達
が
あ
り
、
本
町
で
も
定

年
退
職
し
た
職
員
の
無
収
入

期
間
が
発
生
し
な
い
よ
う
雇

用
と
年
金
の
接
続
を
図
る
為
。

日
高
町
の
考
え
方
と
し
て

は
、
短
時
間
勤
務
の
任
用
を

考
え
て
い
る
。

勤
務
時
間
は
休
憩
を
除
き
、

４
週
間
を
超
え
な
い
期
間
に

つ
き
１
週
間
当
た
り
15
時
間

30
分
（
２
日
）
か
ら
31
時
間

（
４
日
）
ま
で
の
範
囲
で
任

命
権
者
が
定
め
る
。

週
に
５
日
勤
務
し
た
場
合

の
再
任
用
職
員
の
給
料
は
１

級
の
月
18
万
５
８
０
０
円
で

あ
る
が
、
短
時
間
勤
務
の
職

員
で
仮
に
週
３
日
の
勤
務
で

あ
れ
ば
５
分
の
３
を
乗
じ
て

11
万
１
４
８
０
円
と
な
る
。

問　

町
民
の
理
解
、
指
示
は

得
ら
れ
る
の
か
。

町
長　

国
・
県
か
ら
の
指
導

で
も
あ
り
、
是
非
可
決
し
て

頂
き
た
い
。

問　

再
任
用
す
る
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
勤
務
評
定
・
今

ま
で
の
賞
罰
等
は
判
断
材
料

と
な
る
の
か
。

町
長　

再
任
用
す
る
に
当
た

り
能
力
の
実
証
は
、
従
前
の

勤
務
実
績
等
に
基
づ
い
て
選

考
す
る
。

除
外
さ
れ
る
職
員
は
１
つ

目
と
し
て
、
公
務
員
と
し
て

の
退
職
日
以
前
１
年
前
に
お

い
て
、
分
限
処
分
を
受
け
た

者
、
２
つ
目
と
し
て
退
職
日

以
前
２
年
間
に
お
い
て
、
懲

戒
処
分
を
受
け
た
者
、
３
つ

目
と
し
て
公
務
員
と
し
て
の

退
職
日
以
前
２
年
間
に
お
い

て
欠
勤
が
あ
る
者
。

こ
う
い
う
職
員
に
つ
い
て

は
除
外
す
る
。

12
月
21
日
阿
尾
漁
港
内
で

第
１
回
目
の
ト
ラ
ッ
ク
市
が

開
催
さ
れ
た
。

時
間
前
か
ら
多
く
の
方
々

が
来
場
さ
れ
予
想
以
上
の
盛

況
ぶ
り
に
次
回
開
催
へ
の
期

待
が
も
て
た
。



役場ロビーの回答掲示板
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場
ロ
ビ
ー

に
、
専
用

の
回
答
掲

示
板
を
設

置
し
た
。

問　

今
ま

で
84
件
も

の
貴
重
な

ご
意
見
を

頂
い
て
い

る
が
、
町

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
回

答
し
て
い

る
の
は
僅

か
13
件
で

あ
り
、
残

り
71
件
へ

の
返
事
も
お
願
い
し
た
い
。

町
長　

投
函
さ
れ
た
本
人
の

意
向
を
十
分
尊
重
し
た
中
で
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

回
答
掲
示
板
は
小
さ
い

の
で
、
今
後
ご
意
見
が
増
え

て
い
け
ば
、
「
ご
意
見
箱
」

の
傍
に
回
答
書
フ
ァ
イ
ル
を

設
置
す
れ
ば
ど
う
か
。

町
長　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
公
開
と
、
温
泉
館
と
役
場

ロ
ビ
ー
の
掲
示
板
で
の
掲
示

と
い
う
方
法
を
継
続
し
て
い

き
た
い
。

問　

町
の
防
災
力
を
高
め
る

た
め
に
、
地
区
別
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
開
催
は
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長　

今
年
度
中
に
、
津
波

浸
水
想
定
区
域
と
な
っ
た
内

陸
部
６
地
区
を
対
象
に
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

山
間
部
で
は
大
地
震
に

よ
る
崩
土
と
か
、
た
め
池
決

壊
の
危
険
性
が
あ
り
、
山
間

部
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

大
事
で
は
な
い
か
。

町
長　

山
間
部
で
は
自
主
防

災
組
織
を
立
ち
上
げ
た
り
し

て
、
各
々
関
係
地
区
で
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　

日
高
町
は
土
地
柄
、
沿

岸
部
・
平
野
部
・
山
間
部
に

分
か
れ
て
い
る
の
で
、
災
害

時
は
被
害
の
少
な
い
地
域
が
、

被
害
地
域
を
後
方
支
援
す
る

体
制
作
り
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

各
地
域
の
代
表
者
や

リ
ー
ダ
ー
は
、
そ
の
旨
の
心

を
持
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

問　

前
も
っ
て
状
況
の
違
っ

た
地
域
同
士
で
、
災
害
時
の

応
援
協
定
を
結
べ
ば
ど
う
か
。

町
長　

現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。

栄　

茂
美　

議
員

問　

ご
意
見
箱
の
回
答
は
、

掲
示
板
に
張
り
出
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

毎
月
ご
意
見
箱
の
回

収
を
行
い
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

先
般
か
ら
は
温
泉
館
と
役

問　

昨
年
、
県
教

育
委
員
会
に
報
告

し
た
通
学
路
の
危

険
箇
所
は
。

教
育
長　

内
原
小

学
校
区
３
カ
所
、

志
賀
小
学
校
区
１

カ
所
、
比
井
小
学

校
区
４
カ
所
の
計

８
カ
所
報
告
し
た
。

問　

通
学
路
の
危
険
箇
所
の

点
検
は
、
日
頃
か
ら
時
間
を

か
け
て
子
ど
も
達
や
保
護

者
、
地
域
住
民
と
の
話
し
合

い
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

各
学
校
の
育
友
会

で
は
、
十
分
に
話
し
合
わ
れ

て
い
る
と
思
う
。

ま
た
地
域
か
ら
や
学
校
か

ら
も
危
険
箇
所
の
要
望
は
あ

り
、
子
ど
も
達
へ
の
交
通
安

全
指
導
も
行
わ
れ
て
い
る
。

問　

危
険
箇
所
の
車
の
最
高

時
速
を
30
キ
ロ
に
規
制
す
る

「
ゾ
ー
ン
30
」
や
、
歩
行
者

通
路
を
緑
色
で
区
別
す
る

「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
」
の
導

入
を
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

教
育
委
員
会
と
協
議

し
な
が
ら
、
県
は
じ
め
関
係

機
関
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。



日高川から取水（日高川町和佐地内）
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問　

４
月
に
は
消
費
税
が
８

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

町
の
予
算
、
住
民
生
活
に

大
き
く
影
響
す
る
が
、
来
年

度
予
算
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
試
算
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長　

歳
入
面
で
は
、
地
方

消
費
税
分
と
し
て
３
５
０
０

万
円
程
度
の
増
収
が
見
込
ま

れ
る
が
、
地
方
交
付
税
減
額

の
要
素
と
な
る
た
め
、
実
質

的
に
は
８
７
５
万
円
程
度
の

増
収
と
試
算
し
て
い
る
。

歳
出
面
で
は
、
２
５
０
０
万

円
程
度
の
負
担
増
と
見
込
ん

で
い
る
。

問　

農
改
セ
ン
タ
ー
や
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
通
園
バ
ス
、

公
民
館
な
ど
の
使
用
料
が
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

増
税
分
を
転
嫁
さ
れ
る
か
。

町
長　

３
月
議
会
に
向
け
て

条
例
改
正
案
を
出
し
た
い
。

問　

一
般
会
計
上
で
徴
収
し

た
消
費
税
は
納
税
の
必
要
が

な
い
。

住
民
の
負
担
感
も
充
分
考

慮
し
た
上
で
、
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

町
長　

十
分
勉
強
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

水
道
、
下
水
道
の
増
税

分
の
転
嫁
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

町
長　

経
営
面
か
ら
考
え
料

金
等
の
改
正
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

問　

日
高
町
の
水
道
料
金
は

近
隣
の
市
、
町
に
比
べ
て
も

非
常
に
高
い
。

消
費
税
増
税
の
影
響
は
す

べ
て
の
分
野
に
及
ん
で
く
る
。

町
が
住
民
の
負
担
を
少
し

で
も
軽
減
す
る
た
め
の
努
力

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

値
上
げ
回
避
を
。

町
長　

平
成
25
年
度
以
降
は

原
水
費
で
約
１
１
０
０
万
円

支
出
増
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

料
金
改
正
し
な
い
場
合
は
、

４
０
０
〜
５
０
０
万
円
程
度

問　

来
年
度
の
学
校
支
援
員

雇
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
長　

就
学
時
検
診
、
就

学
指
導
委
員
会
に
お
い
て
新

入
児
童
お
よ
び
在
籍
児
童
生

徒
の
状
況
を
十
分
に
把
握
・

検
討
す
る
中
で
、
現
時
点
で

は
、
内
原
小
学
校
３
名
、
志

賀
小
・
比
井
小
・
日
高
中
に

各
２
名
、
合
計
９
名
の
配
置

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問　

学
校
現
場
の
要
望
も
十

分
に
把
握
し
た
上
で
の
人
数

か
。

教
育
長　

学
校
の
状
況
に
つ

い
て
十
分
聞
い
た
中
で
、
判

断
し
た
。

問　

町
長
は
、
教
育
委
員
会

の
考
え
方
に
応
え
て
い
た
だ

け
る
か
。

町
長　

学
校
支
援
員
の
配
置

は
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
よ

り
充
実
し
た
学
校
生
活
が
送

れ
る
学
習
環
境
の
充
実
を
図

る
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
る
。

教
育
委
員
会
の
意
見
を
十

分
尊
重
し
、
検
討
し
た
い
。

問　

こ
れ
ま
で
、
教
育
委
員

会
で
十
分
検
討
さ
れ
た
内
容

に
は
積
極
的
に
応
え
て
き
て

い
た
だ
い
た
と
思
う
が
、
今

回
も
積
極
的
な
対
応
を
。

町
長　

十
分
、
期
待
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

西岡　佳奈子　議員

の
赤
字
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

問　

水
道
事
業
会
計
全
体
の

見
直
し
を
。

日
高
川
か
ら
の
受
水
費
と

し
て
年
間
４
千
万
円
以
上
必

要
だ
が
、
引
き
下
げ
ら
れ
な

い
か
。

町
長　

川
辺
周
辺
土
地
改
良

区
の
理
事
と
し
て
も
発
言
し

て
き
た
が
、
受
水
費
の
引
き

下
げ
は
無
理
で
あ
る
。

問　

受
水
費
の
引
き
下
げ
が

難
し
け
れ
ば
、
町
独
自
の
支

援
措
置
の
検
討
を
。

町
長　

消
費
税
引
き
上
げ
に

と
も
な
う
条
例
改
正
を
３
月

議
会
に
提
案
す
る
予
定
で
あ

る
。
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健診受診率について研修 （上富良野町）
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同
町
は
、
特
定
健
診
受
診

率
が
こ
こ
数
年
70
〜
71
％
、

と
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な

っ
て
お
り
、
日
高
町
の
特
定

健
診
受
診
率
30
％
か
ら
比
べ

て
倍
以
上
の
高
い
受
診
率
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

注
目
さ
れ
て
い
る
町
で
あ
る
。

お
話
を
伺
う
と
、
特
に
特

定
健
診
の
受
診
率
を
高
め
よ

の
為
、
健
診
デ
ー
タ
を
、
町

民
が
読
み
と
る
力
、
を
し
っ

か
り
も
ち
、
予
防
が
大
切
、

生
活
習
慣
を
き
ち
ん
と
し
て

い
く
事
が
大
切
だ
、
と
い
う

活
動
を
10
数
年
続
け
て
お
り
、

現
在
保
健
師
８
名
が
主
に
健

康
推
進
の
方
に
専
門
的
に
が

ん
ば
っ
て
い
る
と
の
事
で
あ

る
。受

診
率
が
高
い
事
か
ら
ど

の
よ
う
な
健
診
を
行
っ
て
い

る
の
か
お
聞
き
す
る
と
人
口

は
１
万
１
５
０
０
人
、
面
積

的
に
は
日
高
町
の
４
倍
程
度

の
広
い
町
で
あ
る
が
、
年
に

１
回
役
場
隣
接
の
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
１
週
間
程
度
開

催
し
大
体
65
％
の
方
が
受
診

し
て
く
れ
る
そ
う
で
あ
る
。

後
は
未
受
診
者
の
為
１
日

設
定
す
る
そ
う
だ
が
、
日
高

町
の
10
ヶ
所
10
日
間
の
開
催

で
も
30
％
の
受
診
状
況
か
ら

見
る
と
、
上
富
良
野
町
の
受

診
率
は
極
め
て
高
く
、
将
来

の
高
齢
化
時
代
に
備
え
、
と

に
か
く
健
康
寿
命
を
延
ば
し

た
い
を
町
の
大
き
な
目
標
と

掲
げ
て
、
10
年
以
上
活
動
を

続
け
て
き
た
成
果
が
今
出
て

い
る
と
感
じ
た
。

受
診
率
の
高
ま
り
と
と
も

に
医
療
費
に
も
反
映
し
て
来

の
期
間
を
な
る
べ
く
短
く
し

よ
う
」
と
努
力
し
が
ん
ば
っ

て
い
る
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。

健
康
推
進
班
主
幹
は
女
性

で
あ
っ
た
が
、
堂
々
の
説
明
、

熱
心
な
取
り
組
み
、
ぶ
れ
な

い
考
え
方
、
は
非
常
に
感
銘

し
た
。

日
高
町
も
今
後
何
か
思
い

切
っ
た
施
策
で
、
町
民
に
病

気
予
防
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
、
と
り
あ
え
ず
は
国
の

目
標
値
で
あ
る
65
％
を
目
指

し
、
し
い
て
は
医
療
給
付
金

の
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
け

た
ら
と
思
い
な
が
ら
上
富
良

野
町
を
後
に
し
た
。

翌
日
は
千
歳
市
防
災
学
習

交
流
セ
ン
タ
ー
「
そ
な
え
ー

る
」
を
訪
れ
施
設
長
か
ら
詳

し
く
説
明
を
受
け
た
。   　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
昨
年
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
効
果
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
招
致
他
明
る
い
話
題
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
に
期
待

し
て
い
る
所
で
す
。
議
会

も
更
な
る
住
民
福
祉
の
向

上
に
向
け
て
活
動
し
た
１

年
で
し
た
。
本
年
も
皆
様

方
に
と
っ
て
良
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
多
く

の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

金
﨑　

昭
仁

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

この広報紙は再生紙を使用しています。

千
歳
市
は
海
岸
か
ら
20
数

㎞
離
れ
て
お
り
、
市
民
の
津

波
・
災
害
へ
の
関
心
は
あ
ま

り
深
く
な
い
こ
と
も
あ
り
、

「
そ
な
え
ー
る
」
は
災
害
を

「
学
ぶ
」
「
体
験
す
る
」

「
備
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

総
事
業
費
21
億
円
で
国
の
補

助
事
業
と
し
て
建
設
し
た
も

の
で
あ
り
、
市
民
、
自
主
防

災
組
織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

防
災
関
連
機
関
が
単
独
又
は

相
互
に
連
携
し
防
災
学
習
や

防
災
訓
練
等
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
防
災
力

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
災
害
時
に
は
、
災

害
対
策
の
拠
点
と
し
て
使
用

す
る
施
設
で
も
あ
る
。

施
設
に
は
震
度
１
か
ら
７

ま
で
の
揺
れ
を
体
験
で
き
る

地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
火
災

で
発
生
す
る
煙
を
リ
ア
ル
に

再
現
し
、
避
難
行
動
を
体
験

す
る
煙
避
難
体
験
コ
ー
ナ
ー

等
、
色
々
な
体
験
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
各
議
員
も
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
ー
ナ
ー
で
貴
重
な
体
験

を
し
、
防
災
学
習
を
実
施
し

て
き
た
。

両
委
員
会
は
、
去
る
10
月

16
日
、
北
海
道
上
富
良
野
町

及
び
千
歳
市
を
訪
問
し
視
察

研
修
を
実
施
し
た
。

最
初
に
訪
問
し
た
上
富
良

野
町
で
は
、
特
定
健
診
受
診

率
に
つ
い
て
担
当
者
よ
り
状

況
説
明
を
受
け
た
。

う
と
い

う
こ
と

が
主
な

目
的
で

は
な
く
、

町
民
の

皆
様
に

健
康
な

生
活
を

送
っ
て

い
た
だ

こ
う
と

い
う
こ

と
が
基

本
で
あ

り
、
そ

て
い
る
上
富

良
野
町
で
あ

る
が
、
保
健

師
と
し
て
や

る
べ
き
仕
事

は
保
健
指
導

で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
集

中
し
て
い

て
、
「
絶
対

に
予
防
が
一

番
大
切
で
あ

る
」
「
介
護

編
集
後
記


